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令和３年４月部長会議 会議録（要旨） 
 

◇日  時  令和３年４月２日（金） 午前９時５分から午前11時10分まで 

◇場  所  市役所第一庁舎５階 庁議室 

◇出 席 者  市長、副市長、教育長、上下水道事業管理者、総務部長、企画政策部長、財政部長、地域・市民生

活部長、保健福祉部長、保健所長、こども未来部長、環境部長、商工観光部長、文化スポーツ振興

部長、農林部長、建設部長、都市整備部長、会計局長、教育次長（行政及び教育）、上下水道局長、

消防局長、議会事務局長、危機管理防災監、及び関係課職員 

◇会議内容 

＜市長あいさつ＞ 

・新年度がスタートして最初の部長会議となる。それぞれの分野で大いに力を発揮し、長野市をしっかり引っ張

ってほしい。 

・新任の部局長においては、この一カ月が勝負であり、おかしい、こうした方が良いと思ったことは、すぐに改

善するよう心掛けてもらいたい。 

・部局長は、自らが先頭に立って課題を探すとともに、部下が働きやすい風通しの良い職場環境づくりに努めて

ほしい。 

・市が取り組む仕事を積極的に情報発信して市民に伝えてほしい。そのために報道機関への資料提供はもとより、

記者会見を大いに活用してほしい。 

・子どもたちに「輝かしき未来」を残していくために、今こそ、10年後の長野市のあるべき姿を見据えて、何を

どう手を打っていくべきかを逆算で決断しなくてはならない時を迎えている。 

・私の２期目の公約である、「守る」「育てる」「つなぐ」の実現に向け、各部局で取組を進めてほしい。 

・新型コロナウイルス感染症対策については、先月から市内の感染者数が急増している。引き続き、全庁で危機

感を持って当たってもらいたい。 

・職員のマスク会食を徹底してほしい。職員が率先して模範を示すことで、企業や団体、地域に波及し、感染拡

大防止につながる。また、歓迎会シーズンだが、「新型コロナウイルス感染症対応方針」に沿った適切な行動を

お願いする。 

 

 

１ 報告事項 

（１） 令和３年度 予算執行方針について（財政部） 

標記事項について、財政部長から報告を行った。（資料１参照） 

○質疑なし 

 

２ 協議事項  

(１) 長野市国土強靭化地域計画（案）に対する市民意見等の募集（パブリックコメント）につ

いて（総務部） 

標記事項について、危機管理防災監から説明し、協議を行った。（資料２参照） 

○質疑 

〔財政部長〕この計画を策定することによる各事業への財政的効果は何か。 

〔危機管理防災監〕国は、「防災・減災、国土強靭化のための５か年加速化対策」に基づき、令和３年度から７年度

にかけて、地方も含め大規模な対策を行う。その対策に位置付けられるためには、本計画に位置付けられた事

業であることが要件となる。各部局においては、今後も必要な事業があれば、漏れなく盛り込んでいただきた

い。 
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○今後の方向性 

原案を了承。 

 

(２) 令和３年度 第七次行政改革大綱実施計画（案）について（総務部） 

標記事項について、総務部長から説明し、協議を行った。（資料３参照） 

○質疑なし 

○今後の方向性 

原案を了承。 

 

(３) 令和３年度 ４月専決補正予算（案）について（財政部） 

標記事項について、財政部長から説明し、協議を行った。（資料４参照） 

○質疑なし 

○今後の方向性 

原案を了承。 

 

(４) 長野市子どもの貧困対策計画の策定について（こども未来部） 

標記事項について、こども未来部長から説明し、協議を行った。（資料５参照） 

○質疑 

〔財政部長〕令和４年度予算で新規事業は検討しているか。 

〔こども未来部長〕計画策定に係る費用について法律に基づき150万円の国庫補助がある。各施策については、既存

のものも含めて協議していきたい。 

〔財政部長〕概算要求までに精査願いたい。 

〔市長〕子どもの貧困対策は、緊急を要する。各部局で出来ることから早急に対策に着手してほしい。 

〔副市長〕法律の趣旨は貧困の連鎖を断つこと。貧困の主体は家庭だが、家庭への支援に関する議論はあるのか。 

〔こども未来部長〕親の就労支援や経済的支援などが大きな柱となる。また、困窮の原因は、複雑な要因が絡んで

いるため、それらを一つ一つ解決するような多面的な施策を展開していきたい。 

〔副市長〕社会福祉審議会では、児童福祉専門分科会だけでの議論で足りるのか。 

〔こども未来部長〕児童福祉専門分科会の委員には、大学や関係機関の代表者も含まれるため、同分科会での議論

をお願いしたいと考えている。 

〔副市長〕子どもの貧困対策は、親の貧困対策でもある。家庭全般に対する貧困対策の計画はあるのか。 

〔保健福祉部長〕そのような計画はない。生活保護世帯をはじめ、個々の生活困窮者の状況に応じて、様々な支援

をしている。生活困窮世帯を丸ごと抱えて、経済的支援を行うようなものはなく、あくまで個々の自立支援が

原則。まずは、いかに生活困窮者を把握して、適切な支援関係機関につなげていくかが重要。長野市社会福祉

協議会に多機関連携の相談窓口を置いているほか、今後、国が進める「重層的支援体制整備事業」にも取り組

み、親の支援にもつながる事業を、こども未来部とも連携しながら進めていきたい。 

〔副市長〕問題の根幹となる家庭に焦点を当てることが重要なので、保健福祉部と連携して進めてほしい。 

〔保健福祉部長〕子どもの学習支援について、生活保護世帯は保健福祉部、ひとり親世帯はこども未来部で実施し

ている。受講世帯等では成果が上がっている事例もあるため、更に受講率を上げるよう取り組んでいきたい。 

〔副市長〕長期的に見れば、貧困の連鎖を断ち切るためには、教育が最重要である。 

〔保健所長〕指標や目標値は、市民にもわかりやすいものにする必要がある。 

〔こども未来部〕国から示されるデータを参考にし、市独自の調査も行い、多様な角度から検討していきたい。 

○今後の方向性 

原案を了承。 
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(５) 樽池運動公園広場の廃止について（農林部） 

標記事項について、農林部長から説明し、協議を行った。（資料６参照） 

○質疑 

〔財政部長〕建物の除却費用はどのくらいか。 

〔農林部長〕1,100万円程度である。 

〔副市長〕補助金適正化法の対象にはならないのか。形式上国への協議が必要ではないか。 

〔農林部長〕確認して進める。 

○今後の方向性 

 原案を了承。 

 

(６) 長野市七瀬従前居住者用住宅の住宅課への所管替えについて（都市整備部） 

  標記事項について、都市整備部長から説明し、協議を行った。（資料７参照） 

○質疑 

〔財政部長〕家賃はどうなるか。 

〔都市整備部長〕今後改めて利用方法を含め検討していく。 

〔副市長〕令和３年度中に条例改正し、４年度から供用開始できるよう、建設部で進めてもらいたい。 

〔建設部長〕令和３年度に住宅対策審議会等に諮り、条例等も含めて検討を進める。 

〔副市長〕できれば12月議会に条例案を提出し、今年度中に入居者を募集できるようにお願いしたい。 

○今後の方向性 

 原案を了承。 

 

３ その他  

(１) 学校法人岡学園トータルデザインアカデミーとの連携協定について（企画政策部） 

標記事項について、企画政策部長から説明を行った。（資料８参照） 

○質疑なし 

 

(２) 令和３年度 部局横断検討案件の選定について（企画政策部） 

標記事項について、企画政策部長から説明を行った。（資料９参照） 

○質疑 

〔財政部長〕令和４年度に予算付けする行政DXについては、「長野地域経済成長けん引プロジェクト関連」に含まれ

るのか。 

〔副市長〕行政DXは庁内の話であるので、庁外向けの「長野地域経済成長けん引プロジェクト関連」とは別に、情

報政策課中心に協議して進めていく必要がある。 

〔財政部長〕この分野はなかなか進んでいないため、予算化のために専門的に取り組んでほしい。 

〔財政部長〕子どもの貧困対策や学習支援については、こども未来部が予算化するのか、あるいは部局横断検討案

件とするのか、夏までに方向性を出していただきたい。 

〔こども未来部長〕子どもの貧困対策計画策定については、庁内12の所属からなる「子どもの貧困庁内連絡会議」

（12所属）を既に立ち上げているため、その中で協議していく。 

〔財政部長〕予算化にあたっては、こども未来部でしっかり統括してほしい。 

〔財政部長〕働き方改革については、女性の働きやすい環境整備と併せて、ウィズ・コロナに対応した働き方を検

討していただきたい。 

 



 4 

(３) 放課後子ども総合プラン延長時間の利用者負担の見直しについて（こども未来部） 

標記事項について、こども未来部長から説明を行った。（資料10参照） 

○質疑なし 

 

(４) 第三次長野市スポーツ推進計画の策定について（文化スポーツ振興部） 

標記事項について、文化スポーツ振興部長から説明を行った。（資料11参照） 

○質疑 

〔保健福祉部長〕昨年度まとめた第二次長野市障害者基本計画には「文化・スポーツ活動等の活動支援の充実」

を盛り込んだが、スポーツ推進計画では、これまでも障害者スポーツの位置付けや障害福祉課の参画はなか

ったのか。 

〔文化スポーツ振興部長〕今回の計画には「パラスポーツの推進」も盛り込む。障害者スポーツについては、障

害福祉課からスポーツ課に移管されたが、長野市障害者スポーツ協会等との連携も図っていきたい。 

〔保健福祉部長〕庁内検討会儀には障害福祉課は入らないということか。 

〔スポーツ課長〕障害者スポーツは平成28年度からスポーツ課に移管し、同課において長野市障害者スポーツ協

会と連携して事業を行っているため、今回は入らなくても良いのではないかと考えている。 

〔保健福祉部長〕例えば「長野市障害ふくしネット」のような庁外組織との連携は考えているか。 

〔文化スポーツ振興部長〕スポーツ課で連携を計っているが、計画策定の中で必要な場面があれば、御意見を踏

まえて障害福祉課にも参画してもらうことも視野に入れて対応していきたい。 

〔副市長〕障害福祉課との情報共有も必要なので、柔軟に対応してほしい。 

 

(５) 第三次住宅マスタープラン後期計画策定について（建設部） 

標記事項について、建設部長から説明を行った。（資料12参照） 

○質疑なし 

 

(６) 長野駅周辺第二土地区画整理事業の事業計画変更について（都市整備部） 

標記事項について、都市整備部長から説明を行った。（資料13参照） 

○質疑 

〔財政部長〕事業費は全体で約3.8億円の減額とのことだが、一般財源はどうか。 

〔駅周辺整備課長〕約1,600万円の減額である。 

 

(７) 第三期しなのきプランについて（教育委員会） 

標記事項について、教育次長（教育）から説明を行った。（資料14参照） 

○質疑なし 

 

 

以上 


